
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸ付属ｐｏｐｌａ．ｅｐｆファイルの解析 
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１．概要 

 ｐｏｐＬＡは、Ｌｏｓ Ａｌａｍｏｓから配布されているＤＯＳモードのＯＤＦ解析でＣＴＲでも 

   サポートしています。今回，ＭＴＥＸで解析を行うが、データＥｒｒｏｒ評価を行うため、ＣＴＲで 

   ＭＴＥＸ入力ＡＳＣ変換を行い、ＭＴＥＸで解析を行う。ｐｏｐｌａ．ｐｄｆは極点図から 

   マグネシウムの可能性があるので、マグネシウムとして解析を行う。 

 

２．解析手順 

 ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＥＰＦ－＞ＴＸＴ２変換 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３でＭＴＥＸ入力データ作成 

 ＭＴＥＸで解析し、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％計算とｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 Ｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図をＭＴＥＸが読み込めるＡＳＣ変換 

 ＭＴＥＸで再度ＯＤＦ計算 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＥＰＦ－＞ＴＸＴ２変換 

 

 

 ４回繰り返しでＴＸＴ２ファイル作成 

  

  

 極点図の確認 

  



４．ＰＦｔｏＯＤＦ３でＭＴＥＸ入力データ作成 

 

 

 

 



５．ＭＴＥＸで解析し、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

５．１ＡＳＣデータ読み込み 

  

  

  

 

 



  

  

 

 

 



５．２ ODF解析 

 

 

 

  

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

  

 

 



６．ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％計算とｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図 



７．Ｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図をＭＴＥＸが読み込めるＡＳＣ変換 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＭＴＥＸで再度ＯＤＦ計算 

  

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓなし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．１ 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％計算 

 

 若干の改善が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．２ ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

 

 

  


